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Ａ 重点化の方針
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○ 実用準天頂衛星システムについては、平成２３年９月３０日の閣議決
定に基づいて、2010年代後半を目途に４機体制の整備に向けた検討がな
されているか。

○ 実用準天頂衛星システムの利用促進を図るための関係府省における検
討が十分なされているか。

○ 実用準天頂衛星システムの利用促進や海外展開に向け、関係府省や産
業界との連携が十分なされているか。

１．衛星測位
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［　測位衛星　］

○　２４年度から実用準天頂衛星システムの開発に着手。

○　準天頂を含む測位に関しては、利用の推進を図るための施策を各省で実施中。

(単位：百万円)

府省 施策名 24年度予算額

開発

測 内閣府 実用準天頂衛星関係経費 10,604

位 利用

衛 総務省 準天頂衛星時刻管理系設備の運用 79

星 農林水産省 農林水産施策における衛星測位技術の活用 359

国土交通省 人工衛星の測量分野への利活用(測位分野) 928

幅広い衛星測位システムに係る技術開発・利用に関する取組み 351

環境省 希少野生動物野生順化特別事業 75

分野
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